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国内空港整備について国内空港整備について



備           考

１． 旅行・輸送時間の短縮

５． 安全性の向上

１． 空港管理者の収益増加

２． 航空会社の収益増加

３． アクセス交通機関事業者の収益増加

１． 空港建設が及ぼす経済波及効果

２． 企業生産の増大（輸送コスト低下による市場競争力向上）

３． 観光入り込み客の増加（観光収入）

４． 雇用機会の拡大（空港内雇用、企業の新規立地、規模拡大）

５． 地域所得の増大（上の４項による）

９． 法人税・所得税・土地関連税等の税収上昇

１０． 均整のとれた国土形成への寄与

１１． 地域シンボルの形成

１２． 地域安全性の向上（災害時の移動・物資輸送経路の多重化）

空港地域に帰着する空港整備効果の分類

       への効果

２． 定時性の向上

３． 運航頻度の増加

４． 旅行・輸送費用の低減

輸送に関

する効果

効 果 の 種 別

   Ｂ．供給者効果

 Ｃ．地域住民・企業

供給者が自治体・
地元企業の場合

効        果        要        素

７．

資産価値の増大（上記による土地の生産性向上による）

生活の利便性向上

空港周辺の土地利用の促進（空港関連事業者、サービス業の立地）

８．

６．

７．

６．

８．

飲食・物販・金融まどの各種施設整備による利便性・快適性向上

貸室・イベントスペースの利用による文化性向上

イベント開催・各種施設整備による娯楽性の向上

輸送以外

　の効果

利用者が地域住民
の場合

Ａ
・
利
用
者
効
果
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空港所在市区町村の人口の変化(2000年/1980年）
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空港名 会議の名称（事務局） メンバー

新千歳空港 新千歳空港連絡協議会（新千歳空港事務所） 空港管理者、地元自治体、航空会社、構内事業者、地元経済団体、交通事業者　等

稚内空港　 稚内空港高度利用協議会（稚内商工会議所）　 空港管理者、地元自治体、航空会社、構内事業者、地元経済団体、交通事業者　等

函館空港　 函館空港連絡協議会（函館空港事務所）　 空港管理者、地元自治体、航空会社、構内事業者、地元経済団体　等

仙台空港　 仙台空港国際化促進協議会（仙台商工会議所）　 空港管理者、地元自治体、航空会社、構内事業者、地元経済団体、交通事業者　等

広島空港　 広島県空港振興協議会（広島県）　 空港管理者、地元自治体、航空会社、構内事業者、地元経済団体、交通事業者　等

大分空港　 大分空港利用促進懇談会（大分県）　 空港管理者、地元自治体、航空会社、構内事業者　　　　　

空港管理者、地元自治体、関係事業者等による協議会等の設置例（国設置管理２種空港分）
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・ 滑走路の改良
・ 運用時間の延長
・ ＣＩＱの設置
・ 新規路線の開発
・ 既設路線の増便
・ コミューターの誘致
・ 空港ビル内施設の整備
・ 貨物施設の整備等
・ アクセス鉄道の整備
・ アクセス道路の整備
・ 空港バス路線の整備等

空 港 ア ク セ ス の 整 備

・ 工業団地・企業団地の整備
・ 航空輸送関連企業等の誘致
・ 地場産品の開発・販路開拓

周 辺 開 発 ・ 産 業 振 興

・ 運賃助成
・ 着陸料助成
・ 旅行商品・観光商品の開発

利 用 促 進 事 業

・ 空の日イベント事業
・ 展示会、物産展等

イベントの開催その他事

分　　　　　　　　　　　　　類

⑤

空 港 活 性 化 施 策 の 分 類 と 事 例

④

②

③

①

取　　　　　組　　　　　み　　　　　例

空 港 機 能 の 増 進
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代表的な取組み事例

・滑走路の改良
・運用時間の延長
・路線便数の維持

生活便益指向型

・工業団地、企業団地の整備
・貨物輸送関係産業等の誘致
・地場産品の開発・販路開拓

産業高度化指向型

・運賃助成事業
・着陸料助成事業
・旅行商品、観光商品の開発

観光振興指向型

・滑走路の改良
・運用時間の延長
・路線・便数の拡充

業務集積指向型 ・アクセス交通の整備

離島や辺地性などの地理的な不利を補う。

地域特性に応じて空港を活用した地域活性化への取組みの例（イメージ）

④

②

既存の都市機能集積と恵まれた地理的条件のある地域で、空
路を利用して業務拠点性を増進させる。

取組みパターン

新規の企業立地促進や、地場産品の販路拡大等により産業の
高度化を目指す。

③ 豊かな自然環境や観光・リゾート資源のポテンシャルを高める。

①
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資料２－６

定期便就航空港（離島を除く）のアクセス現況定期便就航空港（離島を除く）のアクセス現況

距離 時間 距離 時間 距離 時間
（km） （分） （km） （分） （km） （分）

　第一種空港

東　京 東京駅 17 40 羽田空港駅 0 0 空港中央IC 0 0
新東京 東京駅 66 60 成田空港駅 0 0 新空港IC 0 0
大　阪 新大阪駅 12 25 大阪空港駅 0 0 大阪空港IC 0 0
関　西 新大阪駅 60 45 関西空港駅 0 0 関西空港IC 0 0
　第二種A空港

新千歳 札幌駅 50 40 新千歳空港駅 0 0 千歳IC 8 10
稚　内 稚内駅 12 35 稚内駅 12 15 - - -
釧　路 釧路駅 24 45 - - - - - -
函　館 函館駅 9 20 函館駅 9 20 - - -
仙　台 仙台駅 20 40 館腰駅 6 12 仙台空港ＩＣ 5 8
新　潟 新潟駅 9 30 新潟駅 9 20 新潟空港IC 7 15
名古屋 名古屋駅 19 30 - - - 楠IC 3 5
広　島 広島駅 40 50 白市駅 8 14 河内IC 3 5
高　松 高松駅 20 35 - - - - - -
松　山 松山駅 6 20 松山駅 6 20 - - -
高　知 高知駅 12 40 後免駅 7 20 - - -
福　岡 博多駅 3 5 福岡空港駅 0 0 空港通IC 2 4
北九州 小倉駅 12 30 下曽根駅 1 2 小倉東IC 3 7
長　崎 長崎駅 45 55 - - - 大村IC 5 9
熊　本 熊本駅 18 60 - - - 益城熊本空港IC 8 10
大　分 大分駅 52 55 - - - 安岐IC 8 10
宮　崎 宮崎駅 7 10 宮崎空港駅 0 0 宮崎IC 3 5
鹿児島 西鹿児島駅 35 60 - - - 溝辺鹿児島空港IC 1 2
那　覇 那覇市 10 20 - - - 那覇IC 11 20

IC名

母都市からのアクセス 最寄り駅からのアクセス（２０分以内） 最寄りICからのアクセス（２０分以内）

起点 駅名
空港名 距離 時間 距離 時間 距離 時間

（km） （分） （km） （分） （km） （分）

　第二種B空港

旭　川 旭川駅 16 40 - - - - - -
帯　広 帯広駅 25 40 - - - - - -
秋　田 秋田駅 29 50 - - - 秋田南ＩＣ 10.0 20
山　形 山形駅 23 40 さくらんぼ東根駅 3 5 - - -
山口宇部 小郡駅 23 40 草江駅 1 2 宇部IC 9 13
　第三種空港（離島を除く）

紋　別 紋別市 8 15 - - - - - -
女満別 網走市 22 30 女満別駅 5 5 - - -
中標津 中標津町 4 10 - - - - - -
青　森 青森駅 20 35 - - - - - -
花　巻 花巻駅 5 17 花巻空港駅 3 7 花巻ＩＣ 3.5 8
大館能代 大館駅 25 60 鷹巣駅 6 10 - - -
庄　内 酒田駅 23 35 - - - 庄内空港ＩＣ 1.2 2
福　島 郡山駅 31 40 - - - - - -
富　山 富山駅 8 20 富山駅 8 20 富山IC 3 5
松　本 松本駅 9 30 - - - 塩尻北IC 3 5
南紀白浜 白浜駅 5 10 白浜駅 5 10 - - -
鳥　取 鳥取駅 9 20 鳥取駅 9 20 - - -
出　雲 松江駅 14 25 - - - 穴道IC 6 10
石　見 益田駅 7 15 益田駅 7 15 - - -
岡　山 岡山駅 17 30 - - - 岡山IC 14 20
佐　賀 佐賀駅 14 35 - - - - - -
　共用飛行場

丘　珠 札幌駅 12 30 栄町駅 2 5 伏古IC 4 5
三　沢 三沢駅 9 15 三沢駅 9 15 - - -
小　松 小松駅 5 12 小松駅 5 12 小松IC 2 5
美　保 米子駅 13 30 - - - - - -
徳　島 徳島駅 10 30 - - - 鳴門IC 7 20

空港名
最寄りICからのアクセス（２０分以内）

起点 駅名 IC名

母都市からのアクセス 最寄り駅からのアクセス（２０分以内）

※　距離・時間の起点は市役所､中心駅等とした　
最寄り駅からの時間は航空会社時刻表などより作成
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ICAO勧告　95.0%

本土空港平均　97.7%

全空港平均　95.9%

離島空港平均　92.4%

年間就航率　%

離島空港

本土空港

各空港年間就航率

各空港の年間就航率状況（（H10～H12平均）

各空港の年間平均就航率各空港の年間平均就航率

※ICAO勧告：飛行場での滑走路の本数、及び方位設定は、当該飛行場の使用可能率が、
飛行場の使用が考えられる飛行機について、少なくとも95%以上であるべき。
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飲食店 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

物販店（免税店除く） ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

レンタカー ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

総合案内 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

有料待合室 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

金融 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

観光案内 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

交通案内 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

宅配・手荷物預り ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

免税店 ● ● ● ● ● ● ● ● ● □ ● ● ● ● ● ● ● ● ● □ ● ● □ ●

旅行サービス ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

ビジネスコンビニ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● □ ● ● ● ● ● ●

郵便 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● □ ● □ ●

インターネットカフェ □ ● ● ● ● ● ● ● ●

医療 ● ● ● ● ● ● ● ●

凡例　 ●：有　　□：整備予定又は検討中　　空欄：なし

利便施設

利用者利便施設の整備状況（旅客数上位３０空港）

空    港    名
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ｅ-エアポートの実証実験及び調査研究ｅ-エアポートの実証実験及び調査研究資料２－９

「ｅ-Ｊａｐａｎ２００２プログラム」（Ｈ１３年６月）
２００５年に実現される世界最先端のＩＴ国家の姿を国民のみならず世界に広く提示するための
ショーケースとして、官民の総力を結集し、「ｅ！プロジェクト」を推進する。　具体的には、例えば、
国際空港において高速無線ＬＡＮ環境の整備等を行い（ｅ-エアポート）、・・・中略・・・ＩＴ革命の果実
を実感できるものとする。

ＩＴ戦略本部
決定

次の施策について官民が協力、分担して推進

エアポートネット
(空港内インターネット接続環境整備)

エアポートネット
(空港内インターネット接続環境整備)

ｅ-チケット
(航空旅客移動の総合支援)

ｅ-チケット
(航空旅客移動の総合支援)

特　急　券

上　　野　→　成田空港
1月 6日（10:00発）
スーパー特急ＭＬＴ 2号
¥3,600

　（11:30着）　　 C12
2号車 1番 B席 　禁煙席

　1.-1.-6 MLT霞ヶ関IP     (2- )       60153-01

特　急　券

上　　野　→　成田空港
1月 6日（10:00発）
スーパー特急ＭＬＴ 2号
¥3,600

　（11:30着）　　 C12
2号車 1番 B席 　禁煙席

　1.-1.-6 MLT霞ヶ関IP     (2- )       60153-01

MLT 701 /26  Y

HONG KONG

XXXXXXXXX

0809

64

XXX

ZZ1

56A MLT 256
56A

ZZ1

ご搭乗券　BOARDING PASS
ＭＬＴ霞ヶ関店

JNS AIR LINES / BUSINESS CLASS
MLT 701 /26  Y

HONG KONG

XXXXXXXXX

0809

64

XXX

ZZ1

56A MLT 256
56A

ZZ1

ご搭乗券　BOARDING PASS
ＭＬＴ霞ヶ関店

JNS AIR LINES / BUSINESS CLASS

携帯電話上に
電子的にチケッ
トを発券するこ
と等により、旅
客移動をスムー
ズに

民間及び空港公団の
取組として実施

ｅ-インフォメーション
(アクセス公共交通情報・フライト情報の総合提供
　／次世代マルチモーダル交通情報基盤の研究開発)

ｅ-インフォメーション
(アクセス公共交通情報・フライト情報の総合提供
　／次世代マルチモーダル交通情報基盤の研究開発)

フライト情報、アクセス公共
交通情報を、個々人にリアル
タイムに提供

携帯端末を活用したリア
ルタイム交通動態情報の
把握及び地図上へのマッ
ピング

交通動態情報を分析し、
交通混雑や所要時間、最
適経路等の情報を携帯端
末に配信


